
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５２０１

基盤研究(C)

2014～2012

アカシジアの病態解明に関する周期性四肢運動の運動形態分類別の電気生理学的研究

Physiological study of the pathogenesis of akathisia with respect to periodic limb 
movement

９０１３６３１７研究者番号：

堀口　淳（Horiguchi, Jun）

島根大学・医学部・教授

研究期間：

２４６２１００６

平成 年 月 日現在２７   ６ １５

円     4,200,000

研究成果の概要（和文）：アカシジアを呈する患者における周期性四肢運動をモニタリングする目的で、ポリソムノグ
ラフィーやビデオ記録などを用いて検討した。
その結果、①PolymateⅡを用いることで、被験者の日中の動作を制限することなく観測が可能であることが証明できた
。②夜間脳波観察では浅睡眠、深睡眠、REM睡眠が判定可能であった。③節電図を用いて同期されたビデオデータの確
認をするためのトリガーとして使用することで、解析時間の大幅な短縮と精度の上昇とが認められた。

研究成果の概要（英文）：We investigated the recording of the periodic limb movements with the patients 
with akathisia using polysomnography and videotape recordings. As a result, we had 3 important new 
findings by our this research.
① No restriction of the daytime subject’s movement could be obtained using the PolymateⅡ.② Nocturnal 
sleep stages such as slight and deep non-REM sleep and REM sleep could be judged.③ And, the analizing 
time shortening and the precise accuracy could be taken using the videotape recording with myogram.

研究分野： 臨床精神薬理学、老年精神医学、睡眠学
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１．研究開始当初の背景 
 アカシジアを呈する患者では主に夜間  
に、あるいは日中にも、周期性四肢運動が診
られることは、我々の既報などから、既に知
られていることである。この周期性四肢運動
は、脊髄自動反射、バビンスキー反射類似運
動、ワルテンベルグ反射類似運動の３つの不
随意運動の総称である。しかし、これらの運
動、特にワルテンベルグ反射類似運動を測定
したり、可視化して把握し、アカシジアの程
度や種類と３つの周期性四肢運動との関連
を検討した研究は皆無である。 
 
２．研究の目的 

(1) 今回の研究目的は、対象の被験者が日
中の動作中にも違和感を感じることなく、周
期 性 四 肢 運 動 （ PLM Periodic Limb 
Movement）を記録し、さらにこの各種の周
期性四肢運動の 24 時間以上の連続記録方法
を開発することを、第一の目的とした。 
 

(2) また上述の方法が確立できれば、アカ
シジアの程度や種類と周期性四肢運動の運
動形態との関連性との検討を行うことを、第
二の研究目的とした。 
 
３．研究の方法 

(1) 研究目的 
 (1)の達成のために、PolymateⅡを用いて
24 時間以上の脳波・節電図の連続モニタリン
グが可能であるかを検討する目的で夜間勤
務の看護師 3 名の仮眠中脳波を約 2 時間ずつ
計測した。       
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図１ 四肢運動の計測 
アカシジアの病態として出現する四肢運

動を計測するため、四肢の節電図とビデオ撮
影を行った。 

a) 節電図はそれぞれ長母指伸筋の腱、長
母趾伸筋の腱および大腿四頭筋と前頚骨筋
で測定した。 

b)  ビデオ撮影は不快感を軽減するため、
顔の部分は入らないよう配慮し、四肢先端を
左右から捉えるように配置した。 
 
 
 
 (2)  研究目的 
 (2)の達成のために、睡眠中の四肢運動記録
の検討を目的に夜間の脊髄自動反射、バビン
スキー反射類似運動、ワルテンベルグ反射類
似運動の節電図とビデオ記録による計測で
同意の得られた 4名のかんじゃについて計測
を行った。 
 
４．研究成果 
 研究協力の得られた症例数が当初の予想
以上に少なく、また対象の被験者でワルテン
ベルグ反射類似運動を呈したものはいなか
ったが、今回の我々が創意工夫した研究成果
から、以下の方法によって周期性四肢運動の
3 つの運動が確認できることが明らかとなっ
た。 
 

(1) PolymateⅡの性能は脳波や節電図の観
察に十分に耐えうる性能であり被験者の動
きをほぼ制限することなく観測が可能であ
ることが証明できた。 
 

(2) 夜間脳波観察ではⅠサイクル分の睡眠
脳波が観察され、浅睡眠、深睡眠、REM 睡眠
が判定可能であった。 
 

(3)節電図を用いて同期されたビデオデー
ターの確認をするためのトリガーとして使
用することで解析時間の大幅な短縮と精度
の上昇とが認められた。 
 
 以上から、今後症例を増やして今回我々が
開発した測定方法を用いれば、これらの運動
を適切に計測することが可能であり、周期性
四肢運動を利用したアカシジアの病態解明
が進行できるものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



表１ 夜間看護師の睡眠記録 
 

    看護師

① 
看護師

② 
看護師

③ 
記録開

始時間 
0:33:58 2:36:12 2:28:14 

記録終

了時間 
2:06:28 4:17:12 3:41:44 

総記録

時間 
1:32:30 1:41:00 1:13:30 

SPT 1:25:00 1:33:00 1:01:00 

TST 1:14:00 1:03:30 0:54:30 

    
Score       

    
W ake 11:00 29:30 6:30 

REM （％

TST） 
15:30 

(20.9) 
5:00 

(7.9) 
0:00 

(0.0) 

Stage1

（％TST） 
13:00 

(17.6) 
13:30 

(21.3) 
9:00 

(16.5) 

Stage2

（％TST） 
19:30 

(26.4) 
13:00 

(20.5) 
24:00 

(44.0) 

Stage3+4

（％TST） 
26:00 

(35.1) 
32:00 

(50.4) 
21:30 

(39.4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 患者①ヒプノグラム 
数多くの四肢の動きと、それによる断眠が

生じている。断眠の結果として、深睡眠や REM
睡眠が減少している。 
 
表 2 患者 3名の睡眠検査結果 
 

 
患者① 患者② 患者③ 患者④ 

入床時間 

(TIB) 
545.5 

min 
566.5 

min 
579.5 

min 
502.0 

min 
睡眠期間

時間 

(SPT) 

512.5 

min 
522 min 656 min 436 min 

総睡眠時

間 (TST) 
318 min 

418.5 

min 
325 min 398 min 

睡眠効率 

(TST/TIB) 
58.30% 73.90% 56.10% 79% 

断眠イベ

ント 
       

覚醒反応

回数（回

／TST） 

23 回 

（4.3/hr） 
13 回 

（1.9/hr） 
7 回 

（1.3/hr） 
107 回 

（16.1/hr） 
覚醒回数

（回／

TST） 

28 回 

（5.3/hr） 
8 回 

（1.1/hr） 
13 回 

（2.4/hr） 
22 回 

（3.3/hr） 



WAKE の

SPT% 
38.0% 19.8% 42.5% 8.7 % 

Stage1 の

TST% 
48.9% 29.7% 38.5% 43.0 % 

Stage2 の

TST% 
36.6% 28.8% 51.7% 37.9 % 

Stage3+4

の TST% 
12.9% 15.2% 0.8% 4.1 % 

StageREM

の TST% 
1.6% 26.9% 9.1% 14.9 % 
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